












































































































































































Methodusではなく、Ratio seu Compendium Verae 
Theologiaeと代えられているのである。すなわち、「真
神学のための方法あるいは近道」というように彼の校
訂作業の意図を明らかにし、神学のありようをも提示
する為にその分量も初版でのMethodusが10ページ弱で
あったのに対し、第二版では49ページにも及んでおり、
約5倍の分量にまで拡大されたのである。このように、
エラスムスは聖書の校訂作業と同時進行で神学的方法
論を明らかにしていくのであるが、この文書は1519年
第二版の出版に先立ち、ルーヴァンのMartens書店か
ら1518年11月に別途出版されたものが最初のものであ
る。また、校訂版本文についても本学図書館が入手し
た版と違う上質羊皮紙版が三部出版されているが、こ
の版はタイトル・ページも一般に出版されたものとは
異なっている。�
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　上にあげた神学方法論としての序文は、第三版から
は序文として取り上げられず、別途独立した文書とし
て出版されるようになった。従って、その校訂版はも
とより宗教改革期の神学的方法論を提示した本書の序
文は歴史的にも重要なものであり、その後宗教改革史
の中でエラスムスがとっていくことになる基本的な姿
勢をも示す興味ある文書ということができる。�
　様々な改革が取りざたされ、対立が激化していく世
界の情勢の中で、一方では対話の重要性が叫ばれる。
何が対話を阻害しているのか、何によって対話が成り
立つのか。これは21世紀に生きるための不可欠な知恵
であろうかと思われる。16世紀の混乱期の中で、真摯
な対話を求め続け、キリスト教と社会の変革をも根底
から望んでいた人間の努力の結晶をこの『校訂版新約
聖書』第二版に見ることができる。�
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